
2014 年 9月ワークキャンプ＠マニプール活動報告書 

 

次回協働型ワークキャンプのユースキャンパー決定 

oaks、コロニーの女性たちに就労トレーニング開始 

 

 【キャンプ日程】 

2014/09/03-2014/09/18（計 16日間） 

【メンバーと渡航日程】 

梶田 恵理子・社会人（09/01-09/24） 

安田 亜希・社会人(09/01-09/20) 

土屋 菜月・早稲田大学 4年（09/07-09/24） 

佐藤 環・早稲田大学 4年（同上） 

舟橋 彩乃・愛知淑徳大学 3年（09/01-09/20） 

菰田 千賀子・名古屋大学 1年（同上） 

荒井 大吾・社会人（09/07-09/14) 

檜山 大輔・社会人（09/06-09/12） 

上妻 尭甫・社会人(同上) 

 

 

 



【渡航の目的】 

ワークキャンプ 

◆ワークプロジェクト 

・oaks の就労トレーニングの為に使用する机、棚、靴箱の作成。 

 ◆エンターテイメントプロジェクト 

・[独居老人パーティ] 

 独居老人のためのパーティを開催し、日頃あまり娯楽がない老人たちに楽しいひと時を  

過ごしてもらう。 

・[中間パーティ] 

 子供たち向けの運動会、青年、大人向けのディスコ大会、村人全体向けの天灯流しを行い、  

コロニー全体で楽しめるイベントを行う。 

・[フェアウェルパーティ] 

 村人にお別れを言いつつ、次回ワークキャンプの予定を伝える。 

 ◆協働型ワークキャンプに向けて 

次回（2015 年 3 月）から行う協働型ワークキャンプの準備を行う。 

具体的には、 

・ユースキャンパーを集める 

・ユースキャンパーとのミーティングを行い、次回キャンプのプロジェクトやキャンプの

中長期テーマを決める。 

 

 就労トレーニング 

前回の渡航で決定したコロニーの女性たちに対して、キャンプ開催中に第 1 回トレーニ

ングを行う。 

  

【プロジェクト詳細】 

ワークキャンプ 

◆ワークプロジェクト 

今年から始まったｏａｋｓの就労訓練支援プロジェクトのトレーニングルームを整備する

ため、机 5つと棚 3つ、下駄箱 1つを製作した。 

製作方法としては、 

①日本人キャンパーで設計図を作成する。 

②渡印後、木材を調達する。 

③カンナとやすりをかけ、くぎを使って組み立てる。 

④トレーニングを行う女性たちに愛着を持って大切に使ってもらえるよう、色塗りをする。 

 



 

これまでは村人のニーズを聞き、それに対して村長をはじめとするコロニーの人々が設計

図作成、物品調達など全てアレンジを行ってくれていたが、今回は日本人主導によってワー

クプロジェクトが進められた。 

しかし、日本では当たり前に調達できる物品がなかったり、木材の質が予想以上に悪かった

り、私たちが日本人であるということから、木材を販売してくれない業者がいたり、そもそ

も日本とインドでは組み立て方が異なったりと渡印してから多くの課題が発生した。 

そこで、コロニー内外からワーカーを雇い、インド流の製作方法を急きょとることとなった。 

そのため、予定していたペイントができなかったり、キャンプ期間内に全ての工程を終える

ことが難しくなったりと予定が大幅に変更した。 

  

次回に向けて下記 2点の意見が出た。 

・日本人主導のワークプロジェクトを企画したとしても、例えばワークプロジェクトリーダ

ーが事前に渡航しキャンプ開始と同時に製作を開始できるように努めるべきである。 

・インドでは何が起こるかわからないので、たかが机、棚と思わずにかなり余裕を持った計

画を立てるべきである  

 

◆エンターテイメントプロジェクト 

・ハンセン病快復者の独居老人に対してパーティを行った。 

 ・中間パーティを開催した。 

3 部構成となっており、 

①子供たち向けの運動会 

②子ども、青年向けのダンスパーティ 



③村人全体向けの、私たちと村長の願いを書いた天灯流し 

を行った。 

 

 ・フェアウェルパーティを開催した。 

前回以上のパフォーマー希望者があつまり、充実したパーティを行うことができた。 

中には、独居老人のおじいちゃんが得意のヨガを披露してくれたり、コロニー外に住むダン

スの講師夫婦などがボリウッド映画さながらのダンスを披露してくれたりした。 

 



◆協働型ワークキャンプに向けて 

①ユースキャンパーの勧誘 

協働型ワークキャンプが初めての試みということもあって、村長から一回目のユースキャ

ンパーの選別は任せてほしいとの要望がでた。そのため、予定していた勧誘オリエンテーシ

ョンなどは行わずに、村長によって選出された男子合計 8 名のコロニーの青年たちが第一

回協働型ワークキャンプのユースキャンパーとして決定した。 

②ユースキャンパーミーティングの開催 

最初の顔合わせを入れずに計 4 回、日本人キャンパーが滞在していた建物に集まってもら

い、日印でのミーティングを行った。 

各回のテーマは、、 

Ⅰ．自己紹介 

各自の年齢や職業、趣味、特技、キャンプに参加したいと思ったきっかけ・理由を述べあっ

て互いを知りあう。 

  

Ⅱ．理想のコロニーとはなにか？を考える 



 

前回のミーティングの際に、宿題としてこの課題をあらかじめ提示しておき、今回のミーテ

ィングで発表しあった。 

ユースキャンパーから出た意見としては、 

・争いがないコロニー 

・互いに助け合うコロニー 

・キレイで清潔なコロニー 

・目上の人を敬うコロニー 

・政治的な問題で争わないコロニー 

・全ての子供に教育が行き届いているコロニー などが出た。 

・嫉妬がないコロニー 

意見を出してもらうことで、現在のコロニーがどのような問題を抱えているか、ユースキャ

ンパーが抱えていると感じているかを知ることができた。 

  

Ⅲ．それら問題をどのように解決できるのか？を考える 

前回のミーティングで出た意見に対して、解決方法を探った。 

総括すると、 

・嫉妬心を無くせるような直接的な方法はないのではないか？対処したいけれどなかなか

難しいね…。 

・ゴミを集める場所さえない状態だから、ゴミ収集場所やゴミ箱が必要だ。 

・トイレが足りない。コロニーの人々の多くはコロニー内外の野原で用を足している。 

・教育に関して親をターゲットに啓発が必要だ。ただ、ユースキャンパー自身もコロニー全

体の就学状況や教育に対する村人の意識をはっきりとは知っているわけではないから調査



が必要だ。 

・争いといっても流血事件などではなく、口論であることが多い。コミュニティーの中で人

と人が時に対立することはどんな時、場所でもあることではないだろうか。争いはできるだ

け少ない方がいいけれども。 

  

Ⅳ．次回ワークキャンプで何を行うか？を考える 

話し合った結果、現実的、コロニーの状況的に 

・トイレを作る 

・ゴミ箱を作る 

・教育に関する調査や啓発を行う 

ことの 3つに絞られた。 

 これら意見を日本人キャンパーが日本に持ち帰り、ユースキャンパーと連絡を取りながら、

キャンプの期間や予算、サステナビリティなどの観点から考えて最終的に何を行うかを決

定することとした。 

  

就労トレーニング 

 

ワークキャンプの合間に行う形であったため、安田がつきっきりでトレーニングに注力す

ることは難しい状況であったが、 

トレーニングの礎作りを行うことができた。 

トレーニングでは、まずアラビア数字の読み方や寸法の図り方（女性達は文字や数字を読め

ない人が少なくないため）を伝え、 

簡単なブレスレットを試作品として何点か作成した。 

 


